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設⽴
2009 年 4 ⽉

資本⾦
3293 万円

オフィス
東京都港区北⻘⼭2-14-4 the ARGYLE aoyama 6F

代表者
代表取締役社⻑ 島⽥ 祐⼀朗

従業員数
45名

事業
• 法⼈向けクラウドサービスの開発/販売
• 組織と情報マネジメントのコンサルティングサービス

※2022年1⽉現在

会社概要 ディスカバリーズ株式会社

ミッション
働くすべての⼈たちがイノベーションをもたらす世界を。

受賞歴
マイクロソフト パートナー オブ ザ イヤー 2011
デジタルマーケティング コンピテンシー部⾨

Innovation Leaders Summit
TOP100 STARTUPS

ベストモチベーションアワード2019
リンク＆モチベーション チームアワード

セキュリティ
JIS Q 27001 : 2014 ( ISO / IEC 27001 : 2013年版 )

パートナーシップ
マイクロソフト ゴールド パートナー
マイクロソフト チームズ パートナーアライアンス 2021
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働くすべての⼈たちが
イノベーションを
もたらす世界を。

異質なもの同⼠が組み合わさって⽣まれる イノベーション (新しい価値) 
は、多様性のあるコミュニケーションやコラボレーションから起こります

デジタルによる効率の良いコラボレーションはストレスを下げ、⽣産性を
上げます。分業が進む組織内では、相互理解がスムーズなコミュニケー
ションに繋がり、エンゲージメントを⾼めます

DX で真に変⾰しなければいけないのは従業員の「意識」や「⾏動」です

デジタルを活⽤した 従業員体験＝エクスペリエンス が、⾼い⽣産性に
よるビジネスのスピードと、世の中にない新しい価値を⽣みます。ワクワク
しながら働く⼈を増やし、よりよい未来を創ることを、ディスカバリーズは
⽬指します
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・ペーパーレス
・クラウド
・IoT
・ビックデータ

・コミュニケーション
・オートメーション
・プロセス
・可視化

・コラボレーション
・意味付け
・シェア
・分析/洞察

・ソーシャル
・賛同
・貢献
・⼈材分析

・サービスデザイン
・ソリューション
・プロジェクト化
・多⾓分析

・コラボレーティブアプリ
・ワークフロー
・ビックデータ

・AI / アルゴリズム
・RPA / マイニング
・CRM / SFA / MA
・BI / DWH

・社内ポータル
・ファイル共有
・社内ブログ
・デジタル社内報

・社内SNS
・360度評価
・タレントマネジメント

・プロジェクト管理
・成果物管理
・市場モメンタム

GDP ⽣産性 エンゲージメント アイデア プロジェクト

5. 創造化

イノベーション

4. 熟成化

アイディエーション

3. 共有化

コンテキスト

2. 効率化

プロダクティビティ

1. デジタル化

デジタライゼーション
ステップ

取り組みと要素

ソリューション領域

測定指標

ディスカバリーズの
アプローチ
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ディスカバリーズの考える DX への5つのステップ

データの蓄積 データの活⽤ ビジネスモデル創出



従業員
ビックデータ

⾏動履歴

社員情報

コラボレーション

コンテンツ
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あらゆるタッチポイントで従業員に優れたエクスペリエンスを提供・管理・最適化
従業員の属性データに加え⾏動データを収集し、従業員が必要としていること理解した上で、従業員体験を設計、⼀⼈ひとりとの関係を築くことのできるプラットフォーム

従業員⼀⼈ひとりに関⼼の⾼い
社内のニュースやイベント情報を提供

Roll Out

参加や視聴など⾏動履歴に基づいた
情報提供で次のステップに導く

Journey

スキルタグや関⼼タグなど
属性データで従業員をセグメント化

Segment

数値化された反応から
⼀⼈ひとりを理解して体験を再設計

Analytics



Discoveries 
Cloud Service

Discoveries 
Consulting Service
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ミドルマネジメントにチカラを。
チームのパフォーマンスを最⼤化する

クラウドサービス

「知らなかった」をなくす。
ヒトと情報をマッチングする

クラウドサービス
ストック情報が溜まる、探せる。

驚くほど仕事が早く⽚付けられる
クラウドサービス

ディスカバリーズの従業員体験プラットフォーム

Discoveries 
Cloud Service
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01
誰でも成果を発信して組織のナレッジ資産にする

「効率よく必要な情報に辿り着くこと」「ナレッジをすばやく検索すること」は⽣
産性向上に必要不可⽋。全社ポータル、事業部ポータル、部⾨ポータルで
情報共有を加速します。スマホ対応の社内ポータルを誰でも簡単に作成・
運⽤できます

ストック情報が溜まる、探せる。
驚くほど仕事が早く⽚付けられる

クラウドサービス

1. 組織からの発信で情報の⾒える化が進みます
2. ⾏動を喚起して、その反応がわかります
3. 探す時間や管理のコストが下がります

Discoveries 
Cloud Service

ポータル フレームワーク

ランディングページ フレームワーク

03
探しやすく
⽂書を管理する

ペーパーレスにより電⼦化したファイ
ルを探せなければ⽣産性は上がり
ません。階層やタグや管理・検索・
共有できるように設計され、誰でも
探せて業務効率を⾼めます

04
ボットがあなたに
代わって答えます

同じ質問を受け答えするのは時
間のムダ。よくある質問をQ&A
形式で保存しておくと、あとは
チャットボットが⾃動で回答してく
れます

⽂書管理 フレームワーク ヘルプデスク フレームワーク

02
⾏動を喚起して
施策のPDCAをまわす

プロジェクトや部⾨横断チーム主体
で情報発信。「応募する」「ビデオを
⾒る」といったCTA(⾏動喚起)ボタ
ン付きのページを作成し、アクセスレ
ポートでクリックの傾向を把握しな
がら運⽤できます。
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チームの⽣産性レポート

⽣産性 レポート

ネットワーク レポート

01
⾃分の業務スタイルを分析する

業務を改善するためには、何が問題かを把握する必
要があります。集中して作業できているか、クリエイティ
ブな時間がメールやチャットに邪魔されていないか、現
状の知ることから始めます

02
チーム内の情報格差を分析する

情報を常に発信する「つながり」の多い⼈は、他部署と
のコラボレーションのキーマンです。また、つながりの少ない
⼈は情報格差を受けて、⽣産性やエンゲージメントが低
くなる傾向があるので、早期に発⾒しましょう

03
チーム内の仕事の偏りを分析する

つながりが多い⼈やできる⼈には仕事が集中したり、
あるいは逆のパターンもありますが、テレワークでもオフィス
ワークでも業務量や時間の使い⽅を可視化することで

業務バランスを健全化することができます

チームのパフォーマンスを上げる。
優れたミドルマネジメント のための

クラウドサービス

1. 部下のパフォーマンスが上がります
2. 管理コストが下がります
3. マネジメントスキルが上がります

Discoveries 
Cloud Service
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02
⾔語化された経験に、アイデアを重ねる

従業員の属性や⾏動に応じて条件を絞り、経験をストーリーにして
社内に簡単に発信できるので、関係性の低い情報は届かず効率
が上がります。またソーシャル機能により周囲からの評価を受けるこ
とができます。⾼いモチベーションになり、ナレッジが蓄積されます。

03
活発にイベントを開催、
会話や⼈脈が増える

誰もが簡単に社内イベントを企画し
て、集客、実施できるので、テレワー
クにより会議以外で話す機会が少
なくなり希薄化した関係を、勉強
会やカジュアルな会など、つながる
機会を増やすことに役⽴てます

営業の「知らなかった」をなくす。
ヒトと情報をマッチングする

クラウドサービス

1. ⼀⼈ひとりにマッチしたストーリーを届けます
2. 役⽴つ情報を効率的にまとめて読み返せます
3. 伝わっているのか反応がわかります

People
01
スキルとプロフィールは
⾃分でアップデート

所属部署や役職だけでなく、得意な領域、スキ
ルなどの属性情報を従業員⾃⾝が追加して公
開できるので⼈財データとしてセルフアップデート
される他、属性情報で検索できるので、困った
時にエキスパートを探したり、同じ興味や関⼼あ
る仲間を探すことができます

Meet Up

Discoveries 
Cloud Service

Story



KPI 策定⽀援
「何を効果指標にすれば良いのか？」「どの程度
の数値を達成すべきなのか」を検討し、インテリレ
ポートを活⽤して取得できる具体的な数値として
⽬標設定します。

カスタマー ジャーニー
マップ作成

⾒込み顧客の「ペルソナ」を作
成し、それぞれのタッチポイント
における、⾏動や⼼理の変化
をマップ化することで、必要とな
るマーケティング施策を洗い出し
ます。

コンテンツ＆
プロモーション企画

これまで提供しているコンテンツ
確認したうえで、⾒込み顧客の
共感を獲得していくためのコンテ
ンツを、どのように提供していくべ
きかを企画します。

カスタマーサクセス
デジタルを活⽤してゴールを⽬指すお客様を伴⾛
して、⼀緒にサクセスを⽬指します。運営やテクニ
カルな課題をお客様と⼀緒に解決して成功へと
導きます。

オンボーディング
⽀援

クラウドなどデジタルサービスを
活⽤した業務が、定着するよう
に、ワークショップやトレーニングを
通して定着⽀援を⾏います。ま
たオペレーションの⾃動化や効
率化もコンサルタントが別途ご
⽀援します

コミュニケーション計画

いつ、どのタイミングでどのよう
な施策を実施して⾒込顧客と
のコミュニケーションを構築する
か。⾒込顧客を効率的に有
望⾒込顧客へ育成する計画
を⽴案します。
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ディスカバリーズのサービス・フレームワーク
Discoveries 
Consulting Service



04
フォローアップする

05
⾃動的に次の研修を招待
特定の研修に参加した⼈に限定して新たな研修を案内す
る場合、もうリストを作成したり個別にメールすることはありま
せん。Meet Up で特定のイベントに参加した履歴のある⼈
に限定してイベントを集客できるので、優れた従業員ジャー
ニーを実現します

01
施策/コンテンツの企画
施策の⽬的・⽬標を設定して、業務プロセスを定義
します。エンゲージのMeet Upなどデジタル・サービス
による実施⽅法や、従業員へのコミュニケーション・デ
ザインを計画します

03
参加する
会議室やTeams、Zoom などオンラインでの開催にも
対応。会議室とオンラインのハイブリッドでもOKなので、
どこにいてもイベントに参加できます

出席・⽋席はリアルタイムにレポートで確認で
き、そのままCSVでエクスポートできるので、研
修の分析や報告書を作成するのにも役⽴ち
ます
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02
アナウンスする
研修の案内をMeet Up に投稿。全社
公開でも営業限定など対象を選択するだ
けで集客開始。詳細情報に研修ポイント、
事前予習するコンテンツのリンクを設定。
事前にテストを受けてもらうことも。

従業員のスキルアップを⽀援する予習・演習・復習をオンラインでワンストップで管理。DX でオペレーションの効率とラーニングの効果をダブル最⼤化

HR DX⽀援サービス
Discoveries 
Consulting Service



04
アンケートの⾃動化で参加者をフォロー

05
社内の協⼒者を増やす
イベントの概要やKPIなどのパフォーマンス、利⽤した資料や
当⽇の録画を エンゲージ の Story で共有。営業やマーケ
ティング部⾨との連携が進み、効果的にリード発掘につなが
り、セミナーマーケティングの効果を最⼤化できます

01
プロセスを⾒直す
セミナー運営に関わるメンバーのコラボレーション⽅法や
働き⽅から、転記や⼿⼊⼒の作業、コミュニケーション・
ロス等のムダを⾒つけ、プロセスの改善を図ります。デジ
タルサービスでデータ連携して、⼈が介在するフローを徹
底的に削減します

03
フォローの⾃動化
イベントの申し込み後の通知や前⽇のリマインダー、事後
に参加者向けに配布するダウンロード⽤のページや資料な
どのカスタマージャーニーを、MAツールで予め⾃動化の設定
をしていくことで、担当者が⾏う作業がなくなります

イベント終了時にQRコードでアンケートサイトに記⼊を促せば、デー
タが⾃動的にCRMに登録されるので、フォローアップまでのリードタ
イムが劇的に削減され、労⼒もかかりません。ライブイベントでも、
終了時にアンケートサイトを⾃動通知され労⼒がかかりません
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02
顧客情報は直接登録
集客サイトにコードを埋め込むだけで申し
込んだ顧客情報は CRM に直接登録。
名刺⼊⼒や、フォームから収集したデータ
の転機等の作業が発⽣しません

マーケティング DX⽀援サービス
リード獲得を⽬的としたセミナーの集客からアンケート取得、事後フォローから案件化までワンストップで管理。DX でオペレーションの効率とマーケティングの効果をダブル最⼤化

Discoveries 
Consulting Service



プロキュアメントDX
申請から注⽂までの発注

プロセスの⾃動化、請求・⽀払い
管理までの効率化など

セールスDX
顧客ポータルによる提案の
⾃動化と営業リソースを

使ったオンライン商談

サポートDX
顧客向けも社内向けも質問を
蓄積。QAをボットとサイトで
公開して問い合わせを削減

HR DX
リモートワーカーの評価や

社員研修/採⽤の
オンライン実施など

リーガルDX
契約書類などの法務
レビューや外部弁護⼠

との連携など

マネジメントDX
MBOやビジョン浸透
役員会や株主総会の

デジタル開催など

オペレーションDX
新⼊社員のアカウント設定

からオリエンテーションの⾃動化
経費精算の脱レシート収集など

マーケティングDX
イベントのオンライン化や顧客

情報の⼊⼒⾃動化と営業フォローまでの
時間削減による機会損失の防⽌

R&D DX
研究者と研究ナレッジの

⼀元ポータル。相互検索で
アイデアをつなげる

プロジェクトDX
進め⽅や利⽤書式を雛形化

して開始時に⾃動展開。事後は
アーカイブ化してナレッジ検索
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ディスカバリーズが提供する DX ソリューション

Discoveries 
Consulting Service



オムロン株式会社では今、グローバルな情報連携を促進
する“コミュニケーション＆コラボレーションプロジェクト”を推
進しています。特筆すべきは、グローバルでの“全体最適”の
みならず、現場視点の“個別最適”までバランスよく考慮し
ている点です。その好例が、⽇本国内の「営業本部」専
⽤ポータルサイトです。“働くことの意義”を根本から⾒つめ
直すことで営業本部約1,000⼈が同じ⽬標意識を保ち、
ストレスなく業務遂⾏できる情報環境が、完成しつつあり
ます。

組織と⼈の対話を、現場⽬線で最適化。
⽬標に挑むワクワク感を、全員で共有

https://discoveries.co.jp/case/omron/
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コンセプトに適した施策で対象ユーザーの
93％が利⽤！

「今回、ディスカバリーズさんには、本当に柔軟に、当社の
要望に応えてもらいました。 SharePointの構築および改
善作業も、すべて私た ちの⽬の前で⾏ってもらいましたの
で、社内にもノウハウがたまっています。さらに、インテリレ
ポートという「誰がSharePointにア クセスしたか」まで分か
るログの取得・分析サービスでも、私たち が⾃由にログを
取り出して活⽤できるように、サービスを切り分けて提供し
てくれています。構築から活⽤の促進、そして社内運⽤の
ナレッジ提供まで⼀貫してサポートしてくれることが、最⼤の
魅⼒だと思います。」

https://discoveries.co.jp/case/lixil/
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240社 延べ 270万⼈を超える企業の DX を⽀援



問い
合わせ

製品説
明＆デモ

トライアル
30⽇間
無料

PoC ご契約

オンボー
ディング

⼀次
展開

導⼊
効果

全社
展開

利⽤
定着

お客様の成功が私たちの成功です

導⼊後の流れ
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導⼊までの流れ

導⼊したサービスの活⽤により⽬的を達成できるように、カスタマーサクセスマネージャーが⼀緒に伴⾛します



問い合わせ

ご不明な点やご相談はお気軽にお問い合わせ下さい

ディスカバリーズ株式会社
TEL : 03-6876-5102 （平⽇9-18時）

Email : contact@discoveries.co.jp
Web : https://discoveries.co.jp
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